
1.　緒　　　言　緒　　　言　緒　　　言　緒　　　言

□日本機械学会論文集執筆要綱より，原稿作成に際して

主な原稿体裁をまとめた．

□本文のレイアウト（1 ページあたりの文字数）は，文

字数は24字×46行×2段=2208字とする．

����5����10����15����20����                        

□文章の区切りには全角の読点（，）と句点（．）を用

いる．

□本文には，半角かな文字は使用しない．

2.　記号　記号　記号　記号・・・・単位の書き方単位の書き方単位の書き方単位の書き方

L ：長さ　[m]

Re ：レイノルズ数

t ：時間　[s]

x ：流れ方向の座標　[m]

α ：熱伝達率　[W/(m2·K)]

　量記号はイタリック体，単位記号はローマン体，無次

元数はイタリック体で書く．

数学記号・単位記号及び量記号は，半角英数字を使

用する．単位は，SI 単位を使用し，4 MPa のように書

く．

3.　見出しの書き方　見出しの書き方　見出しの書き方　見出しの書き方

□□□□3・・・・1□□□□節の字体はゴシック体節の字体はゴシック体節の字体はゴシック体節の字体はゴシック体□□2 文字空白を空け，

本文を書きはじめる．

　章見出しは2 行分をとって，行の中ほどに書く．ただ

し 18 字以上は 3 行分を必要とする．また，字体はゴシ

ック体で書く．

Fig. 1  Sample of clear figure
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Table 1  Sample of expression of values

Recommend Not recommend
0.357 .357
3.141 6 3.141,6
3.141 6×2.5 3.141 6・2.5

Table 2  Sample of root and division

Recommend Not recommend

)( yx − √ )( yx −

)/()( dcba ++ dcba ++ /

Table 3  Physical properties of air at atmospheric pressure

T [oC] ρ [kg/m3] cp [J/(kg·K)] η [Pa·s] ν [m2/s] k [W/(m·K)] a [m2/s] Pr

×103 ×10-5 ×10-5 ×10-2 ×10-5

0 x.xxxx x.xxx x.xxx x.xxx x.xxx x.xxx x.xxx
10 x.xxxx x.xxx x.xxx x.xxx x.xxx x.xxx x.xxx
20 x.xxxx x.xxx x.xxx x.xxx x.xxx x.xxx x.xxx
27 1.1763 1.007 1.862 1.583 2.614 2.207 0.717
30 x.xxxx x.xxx x.xxx x.xxx x.xxx x.xxx x.xxx
40 x.xxxx x.xxx x.xxx x.xxx x.xxx x.xxx x.xxx
50 x.xxxx x.xxx x.xxx x.xxx x.xxx x.xxx x.xxx
60 x.xxxx x.xxx x.xxx x.xxx x.xxx x.xxx x.xxx
70 x.xxxx x.xxx x.xxx x.xxx x.xxx x.xxx x.xxx
80 x.xxxx x.xxx x.xxx x.xxx x.xxx x.xxx x.xxx
90 x.xxxx x.xxx x.xxx x.xxx x.xxx x.xxx x.xxx

100 x.xxxx x.xxx x.xxx x.xxx x.xxx x.xxx x.xxx

4.　図及び写真　図及び写真　図及び写真　図及び写真・表の作成に関して・表の作成に関して・表の作成に関して・表の作成に関して

　（1）本文中では，図 1，表 1 のように日本語で書

く．写真は，図として扱う．

　（2）番号・説明などは，図・写真についてはその

下に，表についてはその上に書く．

　（3）本文と，図・表の間は１行以上の空白を空け

て，見やすくする．

　（4）図中・表中の説明及び題目はすべて英語で書

く（最初の文字は大文字とする）．

　（5） 図及び表が l 列（片側）に収まらない場合 2

列（両側）にまたがって書くことができる．

　（6）図及び表の横に空白ができても，その空白部

には本文を記入してはならない．

4.　数式の書き方　数式の書き方　数式の書き方　数式の書き方

　式番号は，式と同じ行に右寄せして（ ）の中に書

く．また，本文で式を引用するときは，式（1）のよ

うに書く．

　式を書くときは，2 文字分空白を空ける．また，必

要行数分を必ず使うようにして書く．3 行必要とする

式を 2 行につめて書いたり，2 行に分かれる式を 1 行

に収めたりしない．なお，本文と式，式相互間は１行

以上の空白を空けて，見やすくする．

　また，原則として数式エディタのポイント数は本文

に準じるものとするが，添え字等が小さく読みにくく

なるときは適宜拡大する．
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　式はなるべく片側に書くことが望ましいが，両側に

またがる場合は，読む順序に混乱を生じないように，

そのページの式の上，または下の本文全部を両方にま

たがるように書かなければならない．本見本では，式

（4）は次ページの最上段に配置しているので，以下

の文章は2 段組で続けることができる．
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5. 引用文献の書き方引用文献の書き方引用文献の書き方引用文献の書き方

　本文中の引用箇所には，右肩に小括弧をつけて，通

し番号を付ける．例えば，新宿・渋谷（1）～（3）のよう

にする．

　引用文献は，すべて英文で書き，本文末尾に番号順

にまとめて書く．

6.　結　　　語　結　　　語　結　　　語　結　　　語

　本会ホームページにあるテンプレートファイルの

スタイルを利用すると，各々の項目の書式が自動的

に利用できるのでご利用ください．なお，絶対的な

出来上がりのレベルを保証するものではありません

ので，印刷結果が望むレベルに達しない場合には，

ご使用の環境に合わせて，各自において微調整を行

うなど論文集の体裁に最も近い設定を行ってくださ

い．
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